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第４学年 総合的な学習の時間 学習指導案

福岡市立 ○○小学校

指導者○○ ○○

１，題材「ともに生きる心ーみんなの○○」 （福祉）

２，指導にあたって

こんな子どもだから

， 。 ，○ 生活科の学習で 地域のお年寄りから昔遊びを教えてもらうという経験をしている また

国語の「手と心で読む」の学習を通して，点字の役割や使われ方などについて知識として知

。 （ ）っている 題材

○ 学習プリントなどに自分の考えを書いていると友だちの前で発表することができ，友だち

の意見も相手の方を向いてうなづきながら聞いたりすることができはじめている。

（ ）体験・伝え合う活動

○ グループの友だちとは仲良く活動し，自分の考えを伝えることができる。１学期の社会科

の学習では，ＧＴの話を静かに聞いたり，質問したりすることができていた。

（ ）人とのかかわり

こんな教材で こんな手立てを（人とのかかわりは※印）

○ＧＴの話を聞いたり，疑似体験をした つ ○学習への意欲をもたせるために，全児

， 。りすることで，バリアやバリアフリー か 童にアイマスク 車いす体験をさせる

について調べ 「みんなが生活しやす む ○課題意識を明確にさせるために，体験，

い城浜のまち」にするために自分たち の感想を書かせ，それをもとに話し合

にできることを考えていく活動を行う いを行う。。

○アイマスクや車いす，高齢者の体験を ※ＧＴの話を聞き，二人組で協力してア

し，ＧＴの話を聞くことで，障がいの イマスク，車いす体験をする。

ある人や高齢者のことを考えて行動す さ ○一人一人に意欲的に調べさせるために

ることの大切さが実感できる。 ぐ 次のことを行う。

○自分たちが疑問に思ったことや調べて る ・自分の課題をもって，学校や団地の

みたいと思ったことを課題にすること 周辺，公民館などを調べさせる。

で，調べて分かったことを友だちに伝 ・インタビューの仕方など調べ方の具

えたいという意欲をもつことができる 体例を示す。。

，○調べたことをもとに表現物を使って， ○一人一人が意欲的に活動できるように

保護者に分かりやすく伝えようとする 課題別の小グループで調べたり，表現

ことは，コミュニケーション能力の育 物にまとめたりさせる。

成につながる。 ○発表をよりよくするために話し合いの

○地域のバリア・バリアフリーを調べる 場やリハーサルの場を設定する。

ことで，今までとは違った視点で地域 ※グループで協力して調べる。

。のことを見直すきっかけにすることが ※公民館や団地の人にインタビューする

できる。 ひ ○学習の達成感を味わわせるために調べ

○地域に目を向けて考えることで，自分 ろ たことや自分の考えを発表する場を設

の生活をふり返り，自分の生活を見つ げ 定する。

め直すことができる。 る ※自分たちが調べて分かったことや考え

たことを保護者に発表する。
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３，目標

○興味・関心・意欲（価値的・態度的側面）

・バリアやバリアフリーについて，意欲的に調べたり，発表したりすることができる。

○伝え合う活動（技能的側面）

・自分の考えと友だちの考えに同じところはないか，気を付けながら話し合うことができる。

○自分の生き方（価値的・態度的側面）

・身体に障がいのある人や高齢者の生活や願いを知ることができる。

・みんなが住みよい町にしたいという気持ちをもつことができる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・友だちと協力して調べたり，発表したりする中でお互いのよさを感じ取ることができる。

４，学習計画（３０時間）

自己存在感を持たせる支援自己 共感的人間関係を育成する支援共感 自己選択・決定の場の工夫選決

学習活動 人とのかかわり 指導・支援 評価段階 時間

☆は個別の支援

○友だちと今まで 学習課題を明確に１ １，自分や自分の身の回りを考 ○

してきた学習を もたせるために，え，暮らしの中に不自由さを

想起し，話し合 今までの経験から感じる人がいることに気付く。

う。 知っていることを（１）自分が知っていることを

出し合い，体験活出し合う。

動へとつなぐ。・重い荷物を持って階段を上

自己がっている高齢者がいたよ。

○障がいがあることつ ・松葉杖をついて歩くのが大

の大変さだけでは変そうだったよ。

なく，前向きな生 ○ 自 分 た ち・言葉が通じなくて大変だっ

き方に気付かせる が 知 っ てたよ。

ために，筆者や主 い る こ とか

人公の心情を感じ を 確 認 で（２）教科書や資料で学習した

取らせる。 共感 きる。ことを想起する。

」 （ ）む 道徳「せきがあいているのに 「車いすの青春」 知識的側面○子どもたちの意見

が出やすいように国語「手と心で読む」

学習の足跡や写真・私たちの書く字の代わりになるのが点字なんだね。

を掲示しておく。・障がいがあっても強い心で生きている人がいるんだね。

共感

○友だちと協力し ○バリアのある生活 ○ 障 が い の２ ２，身体に障がいのある人を GT

て疑似体験をす の不自由さと，バ あ る 人 のとして招き，生活の中のバリ

る。 リアフリーの意味 気 持 ち にアを疑似体験する。

と大切さについて な っ て ，（１）疑似体験を通してバリア

○ＧＴの話を最後 学べるようにＧＴ 疑 似 体 験のある生活を体験する。

○アイマスク体験 までしっかり聞 と打ち合わせをし を し て い

○車いす体験 く。 ておく。 る。

（ ）○聴覚障がい体験 自己 共感・ 価値的・態度的側面

○高齢者疑似体験 ○一人一人が意欲を

○ＧＴの話を聞き もって活動できる（２）ＧＴの話を聞く。
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○町で生活する中で困っているこ 分からないこと ように保護者にも

とを中心に話をしてもらう。 を質問する。 協力してもらう。

自己

☆活動に入れない子

には声をかける。

○あらかじめ視点を

決めておく。選決２ ３，校区探検をする。

○○校区のバリア・バリアフリ

ーを探す。

４，福祉体験や校区探検の感想

をもとに学習課題をつくり，

○体験の感想と，自活動の計画を立てる。

分が興味をもった ○ 自 分 が 興１ １ 一人一人の課題をもたせ（ ） ，

事柄を書かせ，そ 味 を も っ追究内容を考える。

れをもとに話し合 た こ と を

わせる。 選決 プ リ ン ト

☆課題が決まらない に書く。

（ ）子には，体験活動 価値的・態度的側面

をふり返らせる。

○自分たちの住んで

いる地域に視点が

いくように校区探

検の写真を掲示し

自己ておく。

○グループの友だ ○ 課 題 解 決１ （２）課題別グループで追究内

ちと協力して話 の た め の本 容について話し合い，学

し合う。 学習計画時 習課題をつくる。

を 立 て る学習課題

こ と が で○○にあるバリアやバリアフ

きる。リーを見つけ，みんなが住み

（ ）よい町にするにはどうしたら 技能的側面

いいか考えよう。

○車いすの人から見て

○高齢者から見て

○目が不自由な人から見て

○耳が不自由な人から見て

それぞれのバリアやバリアフリー

○課題を明確にもた１ （３）自分が調べる方法を確認

せるため，どこでする。

何を調べてくるか

プリントにまとめ

させる。 選決
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○グループの友だ ○インタビューや写 ○ 見 学 に 行６ ５，課題を解決するための追究

ちと協力して調 真活用の仕方を提 っ た り ，活動を行う。

べる。 示し選択できるよ イ ン タ ビ○それぞれの課題ごとに調べ

うにする。 選決 ュ ー を 行バリアフリーを見つけたり，

○インタビューの仕 っ た り しインタビューしたりする。

方を練習させてお て ， 情 報○それぞれの課題ごとに体験

き，自信をもって を 集 め るさ を行う。

できるようにして こ と が で○見学，インタビュー，デジ

おく。 きる。カメによる撮影など工夫し 自己

（ ）て取材する。 技能的側面

ぐ ６，調べたことをもとに表現物

にまとめる。

（１）まとめかたを話し合う。

○多様な表現方法や１

まとめ方を提示し

て選択できるようる

にする。 選決（２）同じ課題のグループで話

○グループの友だ ☆グループの中に入 ○ グ ル ー プ６ し合い 表現物にまとめる， 。

・車いすの人から見て ちと協力してま れない子には声を で 協 力 し

・高齢者から見て とめる。 かける。 て 表 現 物

・目が不自由な人から見て ○グループの友だ を つ く る

・耳が不自由な人から見て ちの意見を取り 話 し 合 い

。○＊＊から見た，城浜のバリア・ 入れながら協力 ができる

（ ）バリアフリー して話し合う。 技能的側面

７，まとめた内容を確認し，中

○グループの友だ ○自分が調べたこと１ 間発表会をする。

ちと協力して発 と比べて考えやす（１）中間発表会を行う。

車いすの人 表の練習をす いように同じ課題

グループ グループ る。 のグループに発表A B

自己高齢者 させる。

グループ グループ ○友だちの発表のよ ○ 友 だ ち のA B

目が不自由な人 いところを確認さ 発 表 の よ

グループ グループ せるために，前時 い と こ ろA B

耳が不自由な人 の学習プリントを を 考 え な

グループ グループ 配布し，自分の発 が ら 聞 いA B

表に取り入れるよ ている。

（ ）うに声かけをす 価値的・態度的側面

る。 ○ 自 分 の 表共感

現 物 を 相

手 に 分 か

り や す く（２）中間発表会で出た意見を

○グループの友だ ○友だちの発表のよ 発 表 し て１ もとに，表現物を見直す。
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ちと協力して表 さに気付くように いる。

（ ）現物を見直す。 声かけをする。 技能的側面

共感

， 。７ 発表会のリハーサルをする

○他のグループの ☆発表に自信がもて２ ・Ａグループ→Ｂグループ

発表を最後まで ない子には発表メ・Ｂグループ→Ａグループ

聞く。 モを用意させる。

○保護者に分かり ○自分や友だちの発 ○ 友 だ ち の２ ８，発表会を行う。

やすく伝える。 表のよいところを 発 表 の よ

見つけて感想を書 い と こ ろ

かせる。 共感 を 考 え な

☆発表に自信がもて が ら 聞 い

ない子には，発表 ている。

（ ）ひ メモを見るように 価値的・態度的側面

声をかける。

○自分たちにでき ○学習課題をふり返 ○ 課 題 に 向２ ９ 今までの学習をふり返り 自， 「

ることを，具体 ら せ 「 自 分 た ち け て 「 自ろ 分たちにできること」を考え ，

的に考える。 にできること」を 分 た ち にる。

○みんなが生活しやすい町づくり 課題とつないで考 で き る こ

のために 「自分たちにできるこ えさせる。 と 」 を 考， 選決

と」について考え取り組む。 ☆考えが思いつかな え る こ とげ

い子には，自分が ができる

（技能的側面）作った表現物やこ

れまでの学習の掲

示物を見るようにる

言葉かけをする。

○ＧＴに手紙を書 ○学習をふり返りな ○ 自 分 た ち１ ，ＧＴに手紙を書いて，学習10

く。 がらお礼や今後の が こ れ かして学んだことを報告する。

考えを手紙に書か ら ど う し

せる。 て い く か自己

☆手紙が書けない子 を 書 く こ

がいた時には，数 と が で き

名の子に書いた手 る。

（技能的側面）紙の文章を発表さ

せそれを聞かせ

る。
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５，本時（７／３０） １０月 日（ ） 第 校時 場所：３階多目的ホール

６，本時について

目標

○人とのかかわり（技能的側面）

グループの友だちと協力しながら話し合い，単元全体の学習課題をつくることができる。

○自分の生き方（価値的・態度的側面）

自分の考えと友だちの考えを比べ，自分や友だちのよさに気付くことができる。

○伝え合う活動（技能的側面）

グループの友だちと同じところはないか考えながら話し合うことができる。

前時までに 本時の手だて

○アイマスクや車いすの福祉体験をしたり ○追究課題が明確になるように，場の設定，

。 ，体の不自由な方に話を聞いたりして，バ では同じ課題でグループをつくる また

リアやバリアフリーに関心をもっている 自分の考えをふせんに書かせ，分類させ。

る。

○体験活動をもとに一人一人が自分で調べ ○グループで話し合ったことをまとめやす

たいことを考えている。そのことを友だ くするために，話し合いの手順と，自分

ちに話してみんなで調べていきたいとい たちの意見を書いたふせんを貼る台紙を

う意欲をもっている。 用意しておく。

○学習課題をつくるために，それぞれの課

題の共通部分に着目するように声かけを

行う。

７，準備

教師・・・学習の流れ，話し合いの手引き

児童・・・学習プリント，ふせん，台紙

８，展開 （７／３０）

自己存在感を持たせる支援 自己 共感的人間関係を育成する支援 共感 自己選択・決定の場 選決

学習活動 指導と支援 評価配時 人とのかかわり

☆は個別の支援

２ １，本時のめあてを確認する。

分

何を調べたいかを発表し合い，これ

からの学習課題をつくろう。

３ ２，学習の流れと話し合うことを確認す ○学習の流れが分か

分 る。 るように掲示して

選決・調べたいわけ おく。

・調べること（何を）

３ 課題別グループに分かれて話し合う ○課題別グル ○課題別グループの ○話し合い１８ ， 。

分 ○車いすの人から見て ープで協力 話し合いが進むよ の中で友だ
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○高齢者から見て して話し合 うに支援する。 ちのいいと

○目が不自由な人から見て う。 ころに気を共感

○耳が不自由な人から見て つけながら

。（１）一人ずつ何を調べたいかを理由を ○友だちの考 ○ふせんに発表する 聞いている

（価値的・態度ふくめて発表する。 えと同じと 内容を書き込ませ

的側面）・校区探検で，点字ブロックを見 ころはない ておく。 自己

つけたので，目の不自由な人か か考えなが ☆話し合いに参加で

ら見たバリアフリーを調べたい ら話し合う きにくい子には，。

です。 自分のプリントを

・同じ棟のおばあちゃんが，重そ 見るように声をか

うな荷物を持って階段をのぼっ ける。

ていたので，自分にできること ○自分のよさに気付

を見つけたいです。 かせるために，承

・車いす体験をして段差を乗り越 認・賞賛の言葉か

自己えるのが大変だったから，車い けを行う。

すについて調べてみたいです。

・聴覚障がい体験をして，耳が不

自由な人の苦労や工夫について

知りたいです。

（２）出てきた意見を場所・場面・改善 ○同じ内容のふせん

への願いなど観点ごとにまとめる。 は重ねさせ，追究

する内容をはっき

りさせておく。

選決

４，全体で交流し，学習課題をつくる。 ○友だちの発１７

分 （１）課題別グループで出た意見を全体 表のよいと

に発表する。 ころをを見

つけながら

聞き合う。

（２）発表したことをもとに，今後の学 ○発表の内容をもと

習の課題を考える。 にして，共通点を

・○○の校区の中で，目の不自由 見つけやすくする

な人はどこで不便を感じている ために板書を工夫

自己か調べたいです。 する。

・○○に住んでいる高齢者は，ど

んなところで困っているか知り

たいです。

・○○にいる耳の不自由な人は手

話以外にどんな方法で人に気持

ちや考えを伝えるのか調べたい

です。

・○○団地のエレベーターにあっ

た点字は何と書いてあるか調べ
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たいです。

学習課題

○○にあるバリアやバリアフリーを

見つけ，みんなが住みよい町にする

にはどうしたらいいか考えよう。

５ ５，今日の学習をふり返る。 ○プリントを準備し

分 学習のふり返りを

選決させる。

９，学習形態

前

掲示物 掲示物

掲示物 掲示物


